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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

　・床屋についたスタッフで翌日のメールをする際は、各病棟・各病棟のＳＧＭ、ＪＧＭにも送るようにして下さい。

　・本日より定期採血が開始となっています。凝固の無いように気を付けていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・東海林　康之様～昨日の採血結果が届き、主治医へ報告しています。異常所見は無く、排尿の観察・血圧測定を行うよう指示あります。

　・蛯名　勝幸様～本日日赤病院皮膚科受診の為、外出しています。次回は５月１５日11:00～14:00までの予定との事です。外出届け記入してありますので、主治医への確認お願いします。

先日、日赤病院皮膚科受診時に処方された薬は、野沢Ｄｒが患部の状態を診察してみないと分からないとの事なので、来週の皮膚科診察の際、処方された薬を見せて下さい。

　・中村　マス様～排便時の肛門からの出血見られています。小坂Ｄｒの来院日時を確認し、診察して頂きましょう。

　・木村　誠　様～療養環境変更の為本日14：30東Ｄユニットから西Ａユニット41号室へ転入となっています。

＜事故報告書検討＞

　・昨日５/７(月) 21:40、「背中にタバコの火をおしつけやがって!!」と妄想に左右された発言聞かれ、清水　徹様が蝦夷森　重男様の右頬を突然殴る行為がありました。

日勤帯での様子は、表情の硬さ無く妄想様の言動は見られませんでした。

以前にも同様のトラブルがある患者様で、今回の言動は前回のトラブル時と同様の妄想発言が聞かれています。日中からの経過からは予測が出来なかった事でしたが、患者様の精神症状の変化に気付けるように関わって行きましょう。

妄想様の発言が聞かれた際は、現実に目を向けれるよう介入し、言動や表情の観察をして行き、又、情報の共有をしっかり行い所在確認していきましょう。今後、二人には距離をとって頂き、要注目として様子観察して行きましょう。

＜皮膚科診察＞

・蛭名　豊美様～全身の掻痒感の訴えある為、臨時薬処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ

・石切　久　様～前回、全身の掻痒感なくなったとの事で、臨時薬飲み切り止めとなっていましたが、再度掻痒感の訴え有り臨時薬処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　　２×ndE　　７Ｔ

・春本　司郎様～全身の掻痒感継続してある為、臨時薬継続処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ

・清水　進　様～全身の掻痒感継続してある為、臨時薬継続処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ

・平　勝利　様～全身の掻痒感継続してある為、臨時薬継続処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ

・出河　攻　様～全身の掻痒感継続してある為、臨時薬継続処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ

・清水　徹　様～掻痒感軽減した為、臨時薬のタベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×ndE　７Ｔ止めとなっています。

・木村　義重様～右口角部、口角炎の為、アフタゾロン軟膏処方となっている。

・駒木　洋士様～腕・背中の湿疹あり診察して頂きましたが急性湿疹との事で、特に変更は無いです。

＜転入患者様＞

木村　誠　様(49歳)任意入院　アルコール依存症（合併症：アルコール性肝硬変・糖尿病）

主治医：田名部Dr　ＰＳＷ：下平　担当：佐々木Ns・佐々木(弘)Cw

（入院までの経緯）

初飲は18歳頃であり、仲間内での機会飲酒程度であった。S52年頃から習慣的に飲酒するようになり、職場に役職に就いた頃より飲酒量が増加（日本酒4～5合）し、飲酒時の問題行動も見られた。H16年3月頃に会社が倒産し、昼夜問わず飲酒するようになり、H17年3月大石クリニック(横浜)受診。以後、同クリニックの外来通院・服薬・断酒会への参加を継続。H18年7月に実家へ帰省。H18年8月31日八戸市民病院受診し通院をする。その後も断酒できず、H19年3月9日腹水・胸水・黄疸にて同院消化器内科救急搬送され入院。身体治療改善され同院より当院紹介されH194月2日当院受診し、治療に対する理解を示している為任意入院となっている。

（転入後の様子）

オリエンテーションは穏やかに聞く事ができ、理解は示しています。転入後、軽度の疲労感ある様子ですが、本人は「大丈夫」と話しています。その後、アルコール依存症治療プログラムを行い拒否無く参加しています。

・デキスターチェック…３回/日　食直前です。その際、検査箋に記入して下さい。

・ノボラピッド朝7単位、夕5単位（5/9朝のみ8単位施行）

※血糖値が120mg/dl以下400mg/dl以上の場合はＤｒへの指示受け

腹囲測定…毎朝

体重…毎朝

血圧…1検

内服薬…臨時処方5/11(金)朝まで

